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鈴木　修（すずき　おさむ）　略歴

は



「創業者鈴木道雄により鈴木式織機製作所とし
て浜松で創業」
1909（明治42年）鈴木式織機製作所時代の店舗

バイクモーター「パワーフリー号」発売。
1952（昭和27年）
自転車の補助エンジンとして発売したバイク
モーター「パワーフリー号」は、特許ダブル・
スプロケット・ホイルの採用や、2段変速を
採用した高性能で人気を得る

バイクモーター「ダイヤモンドフリー号」発
売。1953（昭和28年）

「初の4サイクル車」1954（昭和29年）
スズキ初の4サイクル車、コレダCO型（90cc）
の試作車

「第1回日本グランプリレース」1963（昭和38年）
第1回日本グランプリレースが鈴鹿サーキッ
トで開催されスズライトフロンテFEAが参
加。1位、2位、4位、8位をスズライトが占め
る活躍をした

「鈴木自動車工業に社名変更」1954（昭和29年）
スズライトの発売に先立ち「鈴木自動車工業株
式会社」と社名変更。写真は当時の本社社屋

軽四輪自動車「スズライト」（2サイクル360cc）
発売。1955（昭和30年）
四輪車事業に進出し、スズライトを発売、わが
国の軽自動車時代の先鞭をつける

「USスズキのオープニングカット」1963（昭和
38年）
中央が鈴木修氏（左から3人目） ※320頁～321頁は「歴史写真集『スズキとともに』」2002年刊（スズキ株式会社発行）より転載

軽自動車「アルト（2サイクル550cc）」を発売。1979（昭和54年）
アルトは、1979年5月11日に当時の自動車業界をアッと言わせる衝撃的なデビ
ューを飾った。当時の軽乗用車の新車価格が65万円前後というなかで、「全国
統一価格47万円」の常識破りの価格であった。壇上に立つのは鈴木修氏

「インド マルチ・ウドヨグ社で生産開始」
1983（昭和58年）
生産開始式典でガンジー首相と

「ハンガリーで四輪車生産に正式調印」1991
（平成3年）
日本の自動車メーカーとして初めて、東欧に
進出。合弁事業として乗用車のカルタスを生
産することを合意した。ベルリンの壁崩壊後
の東欧の自由化を象徴する出来事になった

軽自動車「ワゴンR」発売。1993（平成5年）
大ヒット車ワゴンR。当初5千台の販売計画で、発売直後から注文が殺到し、
一時は2万台以上のバックオーダーを抱えた

「パキスタン、ハク大統領がスズキ
本社を訪問」1983（昭和58年）
パック・スズキ・モーター社の設立
により、パキスタンの工業化促進
に貢献したことを認められ、鈴木
修会長に「スターラ・イ・パキスタ
ン勲章」が授与された


